
GPPオンラインセミナー
トークセッション

対象：エネルギー・気候変動に関心のある方／定員：100名／参加費：無料／会場：Zoomを利用（前日に接続先を送付）
主催：グリーンピープルズパワー株式会社（〒160-0022 東京都新宿区新宿2-4-2 カーサ御苑903 ）

GPPは再生可能エネルギー100％電気のお届けを目指す電力会社です。
電気をつかって社会をかえる

市民による市民のためのエシカルな電気、はじまってます。
https://www.greenpeople.co.jp/

お申込み・お問合せ

再エネなら何でもいいわけじゃない！

鮎川さんは、代表の竹村と同じく、長年にわたっ
て脱原発と再エネ普及に取り組んできた方です。そ
の鮎川さんが、長野県の諏訪市四賀メガソーラーの

反対運動を支援されました。このメガソーラーは、
Looop社が計画した92.3MWという超巨大ソーラー
プロジェクト。山の環境を破壊するだけでなく、下
流の町に大水害をもたらす可能性もあり反対の声が

多数上がっていた案件でした。
反対運動を第三者的に見つめつつ、自分でできる
こととして、意見書を提出、反対署名を集めるなど、
支援してきました。そして、この超巨大メガソー

ラーを止めるまでのお話をしていただきます。
どうぞ、みなさんのご参加をお待ちしています。

鮎川ゆりかさんのプロフィール
千葉商科大学名誉教授。CUCエネルギー株式会社取締役。

1971年上智大学外国語学部英語学科卒。1996年ハーバード大
学院環境公共政策学修士修了。原子力資料情報室の国際担当

（1988～1995年）。WWF（世界自然保護基金） 気候変動
担当／特別顧問（1997̃2008年）。国連気候変動枠組み条約

国際交渉、国内政策、自然エネルギーを導入施策活動を展開。
2008年G8サミットNGOフォーラム副代表。衆参両議院の環

境委員会等で参考人意見陳述。環境省の中央環境審議会「施
策総合企画小委員会」等委員、「グリーン電力認証機構」委

員、千葉県市川市環境審議会会長を歴任。2010年4月～2018
年3月まで千葉商科大学、政策情報学部教授。同大学にて

2017年4月より学長プロジェクト「環境・エネルギー」リー
ダーとして「自然エネルギー100％大学」を推進し、電気の

100%自然エネルギーは達成。

ゲスト：鮎川ゆりかさん（千葉商科大学名誉教授）
テーマ：「再エネなら何でもいいわけじゃない！

日本のエネルギーポテンシャルと巨大メガソーラーを止めた話」

【件名：8/25ＧＰＰオンラインセミナー】【本文：お名前／ご質問など】


